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施工方法（見取図、写真等）

地点Aで排出された水が再び散策路内に流入する。散策路内の流水対策として施工予定箇所周辺では2016
年より石での床止めを行っている。しかし豪雨時には下流の地点Bの階段で水勢が強まり、土砂が路外に跳
ね出され植生上に堆積することがある。植生の保全と散策路の新たな洗堀防止のため、分散排水工で水量
を減らす。

課題（問題点・作業の必要性）／ねらい・目標

施工予定箇所

分岐

地点A

地点B

水流

施工予定箇所 水流

写真① 分岐から

分岐

写真② 地点A

水流

分散排水工

分岐付近での散策路の洗堀

を減少させるため、2017年
に施工。
資材：石、礫、土（現地採取）

見取図
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課題（問題点・作業の必要性）／ねらい・目標

施工方法
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写真③ 地点B

豪雨の際にこの地点で土砂

が路外へ排出され、植生上

に堆積することがある。

写真は2016年（堆積した土

砂は除去済み）

水流

写真④ 施工予定箇所

分散排水工

資材：石、礫、土

※施工物周辺の洗堀防止

のため床止めを行う。また施

工物の高さに応じ、段差処

理を行う。

・分散排水工は写真②と同

様に施工する。一部に高さ

をつけた床止めを行い、歩

行路を確保する。

・排水先にはしっかりとした

植物帯があり、傾斜も緩い

ため、洗堀などは起こりにく

いと考える。

・土砂の流出には注意し、障

害となる石を設置するなど

対策をとる。

分散排水工

施工概略図



課題（問題点・作業の必要性）／ねらい・目標

施工方法

備考

写真⑤ 土石採取予定箇所 （涸沢）



昨年度の施工状況と評価

備考

写真⑥ 床止工 施工前

写真⑦ 床止工 施工後

2016年8月豪雨により洗堀

下流に流された石・礫を用

いた床止工

・施工予定箇所周辺の床止工（2016～2018年施工）について

その後施工済み箇所で大き

な洗堀は起こっていないた

め、今回も施工物周辺に同

様の床止めを施す。

写真⑧ 床止工 施工１年後


